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Microsoft® Visual Studio® 
Team System 2008 のライセンス
ホワイト ペーパー
改訂 : 2008 年 4 月
Visual Studio Team System 2008 に関する最新の使用権については、次のマイクロソフト Web サイトで入手できる 2008 年 4 月版の『マイクロソフト製品使用権説明書』を参照してください。
http://www.microsoft.com/japan/licensing/product/default.mspx
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詳細については、http://www.microsoft.com/japan/msdn/teamsystem/ を参照してください。
このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行時点におけるマイクロソフトの見解を反映したものです。変化する市場状況に対応する必要があるため、このドキュメントは、記載された内容の実現に関するマイクロソフトの確約とはみなされないものとします。また、発行以降に発表される情報の正確性に関して、マイクロソフトはいかなる保証もいたしません。
このホワイト ペーパーに記載された内容は情報の提供のみを目的としており、明示、黙示または法律の規定にかかわらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。
お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡、あるいは検索システムに格納または公開することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。
マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
© 2008 Microsoft Corporation. All rights reserved.
Microsoft、Excel、SharePoint、SQL Server、Visual Studio、および Windows は、Microsoft グループの登録商標または商標です。その他、記載されている会社名、製品名には、各社の商標のものもあります。
概要
Microsoft® Visual Studio® Team System は、Visual Studio の製品ラインを拡張し、一連のアプリケーション ライフサイクル管理 (ALM) ツールを提供します。Team System は、一連のクライアント製品、資産管理とチーム コラボレーション用のサーバー、および負荷生成ツールで構成されます (表 1 参照)。このホワイト ペーパーでは、一般的な配置シナリオで Team System 製品に適用されるライセンス モデルについて概説します。
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表 1. Visual Studio Team System 製品
Team System を使用すると、緊密に統合された方法で、ソフトウェア開発の課題解決に取り組むことができます。Team System の各機能が緊密に統合されていることにより、ソフトウェアのデザイン、ビルド、テスト、配置の全プロセスで、より効果的なコミュニケーションやコラボレーションを実現できます。通常、Team System 製品を統合型システムとして配置した場合の最も顕著なメリットは、チーム メンバ間のコミュニケーションが強化され、製品の管理が容易になり、効率が向上することです。詳細については、Visual Studio Team System のホームページ (http://www.microsoft.com/japan/msdn/teamsystem/) を参照してください。 
Visual Studio Team System のクライアント エディションと Visual Studio Professional 

Visual Studio Team System の各エディション (Team Suite、Development Edition、Test Edition、Database Edition、Architecture Edition) には、Visual Studio 2008 Professional Edition によって提供されるツールが含まれています。
ライセンス モデル
チーム エディションでは、Microsoft 開発ツール ライセンス モデルに従ってライセンスが付与されます。このモデルではユーザー単位で製品のライセンスが付与され、ライセンスが付与された各ユーザーは、デバイス (複数可) に回数の制限なくソフトウェアをインストールし、使用できます。ただし、デバイス上で対象のソフトウェアを使用するユーザーごとに、その製品のライセンスが必要です。各チーム エディションのライセンスは、マイクロソフトのボリューム ライセンスを通じてスタンドアロン製品として取得するか、MSDN Premium Subscription と組み合わせて取得できます。パッケージ版のチーム エディションは、MSDN Premium Subscription との組み合わせでのみ提供されます。
ソフトウェア アシュアランスと MSDN Subscription 

ソフトウェア アシュアランス (SA) は、マイクロソフト テクノロジを最大限に活用できるように、さまざまな特典を提供している、広範なメンテナンス プログラムです。SA は、ライセンス費用を最小限に抑え、ビジネスの生産性を向上するうえで役立ちます。MSDN Subscription は、チーム エディション向けの SA プログラムです。MSDN Premium Subscription を購入すると、SA の有効期間内にチーム エディションの新しいバージョンがリリースされた場合、その次期リリースに対しても同じ権利が提供されます。詳細については、ボリューム ライセンスのホームページ (http://www.microsoft.com/japan/licensing) を参照してください。
MSDN Premium Subscription には、開発ツールの他、サーバーおよびオペレーティング システム製品も含まれています。これらのサーバーおよびオペレーティング システム製品は、アプリケーションのデザイン、開発、テスト、デモ目的でのみ使用できます。これらの製品を運用環境で使用することはできません。
MSDN サブスクライバになると、デザイン、開発、テスト、デモ目的であれば、包括的な一連のマイクロソフト製品を利用できます。また、サブスクリプションの有効期間中はこれらの製品の新しいバージョンに対しても同じ権利が提供されます。MSDN Subscription では、デザイン、開発、テスト目的でさまざまなマイクロソフト プラットフォームを利用できます。また、以前のバージョンの Visual Studio も利用できます。
さらに、MSDN Premium Subscription をチーム エディションと共に購入した場合は、Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server Workgroup Edition のライセンスが提供されます。MSDN Premium Subscription に含まれる他のサーバー製品とは異なり、この製品は運用環境でも使用できます。詳細については、このホワイト ペーパーの「Team Foundation Server Workgroup Edition」を参照してください。
クライアント製品の評価
マイクロソフト ボリューム ライセンスを購入し、現在 MSDN Subscription を所有していない場合、次の 2 とおりの方法で各チーム エディションを評価できます。
· Visual Studio 2008 Team Suite または Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server の 90 日間試用版をインストールします。
· マイクロソフト ボリューム ライセンスの特典として、60 日間はライセンスなしで、任意のチーム エディションをインストールし、評価できます。
Team Foundation Server CAL
各チーム エディションは、Team Foundation Server とシームレスに統合されています。Team Foundation Server には、チーム エクスプローラを使用してアクセスできます。チーム エクスプローラは、チーム エディションに統合することも、チーム エディションがない場合はスタンドアロン クライアントとして単独で実行することもできます。1 つのチーム エディションを購入するごとに、Team Foundation Server の CAL (クライアント アクセス ライセンス) が 1 つ提供されます。これらのクライアント製品のライセンスが付与されていないユーザー用に、CAL を追加で購入することもできます。Team Foundation Server と CAL の詳細については、このホワイト ペーパーの「Team Foundation Server CAL の要件」を参照してください。
Team Foundation Server 2005 CAL をソフトウェア アシュアランスと共に購入し、そのライセンスが 2007 年 11 月 19 日時点で有効である場合、Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server CAL を取得する権利があります。そうでない場合、Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server を利用するには、Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server CAL を購入する必要があります。Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server CAL では、Visual Studio 2005 Team Foundation Server と Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server の両方を利用できます。
Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server のライセンス
Microsoft® Visual Studio® Team System 2008 Team Foundation Server は、Team System の根幹を成し、バージョン管理、作業項目トラッキング、レポートの作成、ビルドの自動化など、さまざまな主要サービスを提供します。Team Foundation Server は、クライアント製品とサーバーの完全な統合によるコラボレーションの促進、柔軟なプロセスの構成による予測可能性の向上、詳細なメトリックス ベースのレポートによる開発プロセスの状況確認など、チーム開発シナリオの主要な問題を解決するうえで鍵となる革新的な特徴も備えています。Team Foundation Server は、データ リポジトリに Microsoft® SQL Server® を使用します。Team Foundation Server には、使用できる機能が制限された SQL Server Standard Edition のバージョンが含まれています。この SQL Server は別途インストールする必要があります。
ライセンス モデル
Team Foundation Server のライセンスは、サーバー/CAL ライセンス モデルに従って提供されます。サーバー ソフトウェアの実行インスタンスごとに 1 つのサーバー ライセンス、Team Foundation Server にアクセスするユーザーまたはデバイスごとに 1 つの Team Foundation Server クライアント アクセス ライセンスを購入する必要があります。ユーザー CAL かデバイス CAL、またはこれらを組み合わせて購入できます。通常は、1 人のユーザーが複数のデバイスまたは複数の場所からサーバーにアクセスする場合はユーザー CAL を使用し、複数のユーザーが 1 つのデバイスを共有してサーバーにアクセスする場合はデバイス CAL を使用します。
以下については、Team Foundation Server CAL は必要ありません。
1. ライセンスが付与されたサーバー ソフトウェアを実行しているデバイス。
2. サーバー ソフトウェアを管理する目的でのみそのソフトウェアにアクセスするデバイス (2 台まで) またはユーザー (2 人まで)。
前述のとおり、チーム エディションのライセンスが付与された各ユーザーには、クライアント製品のライセンスだけでなく、Team Foundation Server CAL も付与されます。これらのクライアント製品のライセンスが付与されていないユーザー用に、Team Foundation Server CAL を追加で購入することもできます。
ただし、Team Foundation Server Workgroup Edition には、サーバー/CAL ライセンス モデルが適用されないことに注意してください。Team Foundation Server Workgroup Edition のライセンスについては、このホワイト ペーパーで後述します。
ソフトウェア アシュアランス
ソフトウェア アシュアランス (SA) を購入すると、SA の有効期間内に Team Foundation Server の新しいバージョンがリリースされた場合、その次期リリースに対しても同じ権利が提供されます。詳細については、ボリューム ライセンスのホームページ (http://www.microsoft.com/japan/licensing) を参照してください。
Team Foundation Server の SA を購入すると、SA の通常特典の他に、"コールド" 障害回復の権利も提供されます。これは、障害回復専用サーバー上の物理または仮想オペレーティング システム環境でバックアップ インスタンスを一時的に実行できる (いくつか制限があります) 権利です。
Team Foundation Server へのアクセス
Team Foundation Server には、チーム エクスプローラを使用してアクセスできます。チーム エクスプローラはスタンドアロン クライアントとして提供されており、Visual Studio に統合できます。また、チーム エクスプローラは Microsoft® Office Excel® または Microsoft® Office Project とも統合されているため、これらのアプリケーションからも Team Foundation Server にアクセスできます。チーム エクスプローラは任意の数の物理デバイスにインストールできますが、Team Foundation Server 以外では使用できません。
Team Foundation Server のライセンスに関するその他の注意事項は、次のとおりです。
· 外部コネクタ ライセンスを購入すると、任意の数の外部ユーザーが、ライセンスが付与されたサーバー ソフトウェアにアクセスし、このソフトウェアを使用できます。外部ユーザーとは、関連会社の従業員や、関連会社内で勤務する契約社員または派遣社員ではないユーザーのことを指します。
· Team Foundation Server CAL では、Team Foundation Server の以前のバージョンは利用できますが、新しいバージョンは利用できません。Team Foundation Server の新しいバージョンを利用するには、新しいライセンスを購入するか、Team Foundation Server の新しいバージョンがリリースされたときに、ソフトウェア アシュアランスのアップグレード権を行使する必要があります。
· Team Foundation Server に直接アクセスするデバイスやユーザーの数を削減できるハードウェアやソフトウェア ("多重化" または "プーリング" と呼ばれます) を使用しても、必要な Team Foundation Server CAL の数は減少しません。
Team Foundation Server CAL の要件
次の作業を行うユーザー (またはデバイス) には、Team Foundation Server CAL が必要です。
· Team Foundation Server に直接アクセスする。 
· 別のソフトウェア アプリケーションやデバイスを介して、Team Foundation Server に間接的にクエリを送信するか、データを書き込む。
次の作業を行うユーザーには、Team Foundation Server CAL は必要ありません。
· Team Foundation Server の外部に手動で配布された静的データを表示する。
· Team Foundation Server のレポートを電子メールで受信する (直接または間接的に Team Foundation Server にアクセスしてデータを更新または作成しない)。
· 印刷された Team Foundation Server のレポートを受け取る。
Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server のライセンスに関する変更点
Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server のリリース時に、Team Foundation Server CAL の要件が 1 つ変更されています。変更内容は、次のとおりです。
作業項目の新規作成、または作成した作業項目の表示や更新には、CAL は必要ありません。この制限の免除が適用されるのは、障害の追跡または機能拡張の要求に関する作業項目のみです。その他の作業項目トラッキング機能を利用するには、CAL が必要です。
Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server を使用すると、ユーザーは次の作業を行うことができます。
· システム内で新しい作業項目を開く。
· ユーザー自身が開いた作業項目にアクセスする。Team Foundation Server CAL がなければ、他のユーザーが開いた作業項目を表示したり、これらの作業項目にアクセスしたりできません。
· 開いている作業項目を編集する (もともと入力されている情報の補足説明、作業項目フィールドの変更、開いている作業項目のディスカッションへの注釈の追加など)。
この CAL ライセンスの例外が適用されるのは、障害の報告と機能拡張の要求に関するシナリオのみです。この目的は、ユーザーがバグ、問題、障害、または機能拡張の要求を Team Foundation Server に送信できるようにすることです。
このライセンスに関する変更点は、Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server からのダウングレード権を行使する場合のみ、Visual Studio 2005 Team Foundation Server に適用されます。 
多重化された Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server のライセンス要件
多重化によって、必要なライセンス数が減少することはありません。製品に直接または間接的に接続するかどうかを問わず、エンド ユーザーには適切なライセンスが必要です。ユーザーまたはデバイスがサーバーやファイルにアクセスする場合、または自動化されたプロセスで、サーバーから提供されるデータやコンテンツにアクセスする場合は、CAL が必要です。ただし、CAL を必要としない状況もあります。これについて、以下で詳しく説明します。
ユーザーまたはデバイスが、サーバー、ファイル、データ、コンテンツにアクセスしたり、自動化されたプロセスで、サーバーによって提供されたファイル、コンテンツ、データを配置したりする場合 (サーバーから直接提供される場合や、自動的にサーバーに公開される場合などがあります) は、CAL が必要です。また、ユーザーまたはデバイスが、多重化されたデバイスまたはサーバーを経由して Team Foundation Server のデータにアクセスする場合も、CAL が必要です。Team Foundation Server のデータへのアクセスとは、自動化された方法で、多重化されたデバイス上で提供されるデータを作成、読み取り、または編集することを指します。
CAL を必要としない状況は、次の 2 つです。 
1. 手動操作が介在する場合 : ユーザーまたはデバイスが "手動で" ファイル、データ、またはコンテンツにアクセスする場合、CAL は不要です (たとえば、ユーザーがファイルをサーバーにアップロードしたり、サーバー上のファイルを他のユーザーに電子メールで送信したりする場合)。
2. 多重化されたユーザーまたはデバイスが Team Foundation Server の情報にアクセスしない場合 : 多重化されたデバイスを利用するユーザーまたはデバイスが、Team Foundation Server から提供されたデータ、ファイル、またはコンテンツに、自動化された方法でアクセスしない場合、CAL は不要です。つまり、単にユーザーが多重化されたデバイスを利用するだけである場合、CAL は不要ですが、そのデバイスを経由して、直接または間接的に Team Foundation Server のデータにアクセスする場合は、CAL が必要です。 
これらの状況をわかりやすく説明するために、以下に例を示します。
例 1
シナリオ : CIO や他の関係者が参照できるように、Team Foundation Server から進捗レポートとファイルを別のサーバーにアップロードする、自動化されたプロセスが設定されています。
ライセンス要件 : 自動化された方法で Team Foundation Server のレポートまたは情報にアクセスするユーザーごとに、Team Foundation Server CAL が必要です。 
例 2
シナリオ : Team Foundation Server のバージョン管理データと別のソース コード管理システムの同期を取る、自動化されたプロセスが設定されています。開発者は、この別のソース コード管理システムで現在管理しているプロジェクトにおいて、これらの同期されたデータを使用します。
ライセンス要件 : 多重化されたシステムと同期が取られた Team Foundation Server のデータにアクセスするユーザーまたはデバイスごとに、CAL が必要です。ユーザーまたはデバイスは、直接 Team Foundation Server にアクセスするわけではありませんが、多重化されたシステムを経由して Team Foundation Server の機能やデータを使用しているため、CAL が必要です。 
例 3
シナリオ : Team Foundation Server のバージョン管理データと別のソース コード管理システムとの間で同期を取る、自動化されたプロセスが設定されています。開発者は、この別のソース コード管理システムでいくつかのプロジェクトの作業を行っていますが、Team Foundation Server と同期が取られたデータは使用していません。
ライセンス要件 : 多重化されたシステム上のユーザーまたはデバイスが、Team Foundation Server のデータにアクセスしたり、それらのデータを使用したりしない場合、CAL は不要です。 

注 : 上記のシナリオでは "ソース コード管理システム" という用語が使用されていますが、これらのシナリオは、バグ追跡システムや要件管理システムをはじめ、Team Foundation Server のデータと同期を取る他のシステムにも適用されます。
Windows Server と Team Foundation Server
Team Foundation Server をインストールして使用するには、Team Foundation Server を実行する物理または仮想オペレーティング システム環境ごとに、Windows Server のライセンスが必要です。MSDN Subscription で提供される、Windows Server の開発エディションとテスト エディションを使用することはできません。サーバー/CAL モデルに従って Windows Server のライセンスを取得した場合は、Team Foundation Server のライセンスが付与されたユーザーごとに、Windows Server CAL が必要です。また、外部コネクタのライセンスを取得するオプションと共に、サーバー/CAL モデルに従って Windows Server 2003 または Windows Server 2008 のライセンスを取得した場合は、状況に応じて、Team Foundation Server のライセンスが付与されたユーザーごとに、外部コネクタのライセンスが含まれた Windows Server CAL が必要になります。 
Team Foundation Server を使用したスケール アウト
Team Foundation Server に本来備わっているスケーラビリティを活かして、このシステムを開発組織全体で使用できます。Team Foundation Server は、数千人規模のユーザーをサポートしながら優れたパフォーマンスを維持できるようにデザインされています。
Team Foundation Server プロキシ
Team Foundation Server プロキシを使用すると、ソース管理ファイルのコピーを、これらのファイルを必要とする開発者にとってローカルで、かつ中央のソース管理の場所からは離れたリモートの場所にキャッシュできるため、ネットワーク処理が減少し、Team Foundation Server にかかる負荷が軽減されます。ダウンロードは負荷の高い作業になる可能性がありますが、プロキシを使用してリモートの場所にコピーを保存すれば、リモート接続リンクを経由してユーザーが各自のワークスペースにファイルをダウンロードしなくても済むようになります。通常、Team Foundation Server プロキシは、より高速なローカル接続を経由してローカル キャッシュからファイルを返すことによって、クライアントの要求に対応します。ファイルがローカル キャッシュにない場合は、プロキシによってファイルが Team Foundation Server からローカル キャッシュにダウンロードされた後、クライアントに返されます。
Team Foundation Server プロキシには、デバイス単位でライセンスが付与されます。インストールするには完全な Team Foundation Server のライセンスが必要ですが、追加の Team Foundation Server CAL は不要です。Team Foundation Server Workgroup Edition のライセンスを使用して、この要件を満たすことはできません。
SQL Server クラスタリング
SQL Server 2005 Standard Edition 以上でサポートされている SQL Server クラスタリングをデータ層で使用すると、Team Foundation Server の可用性を向上させることができます。クラスタリングは、複数の物理 SQL Server インスタンスを 1 つの仮想インスタンスにまとめることで、高可用性を実現します。クラスタリングを Team Foundation Server と組み合わせて使用する場合は、物理的に分離されたアプリケーション層とデータ層が必要になります。このとき、データ層は、2 台以上の物理サーバーでホストされます。SQL Server 2005 以降のクラスタリングでは、このような別々のサーバーが 1 つの仮想インスタンスとして扱われます。 
クラスタ インスタンスごとに SQL Server のライセンスが追加で必要になりますが、Team Foundation Server CAL を追加で取得する必要はありません。
SQL Server 2005 Standard Edition の使用
前述のとおり、SQL Server は、Team Foundation Server の唯一のデータ リポジトリとして使用されます。Team Foundation Server では、以下の条件に基づいて、使用できる機能が制限された SQL Server Standard Edition のライセンスが提供されます。
· 提供される SQL Server ソフトウェアは、Visual Studio Team Foundation Server でのみ使用できます。他の目的で使用することはできません。
· 提供される SQL Server ソフトウェアは、1 つの Visual Studio Team Foundation Server のライセンスにつき 1 つの物理デバイスにのみインストールできます。 
Team Foundation Server Workgroup Edition
Team Foundation Server Workgroup Edition には、Team Foundation Server 2008 の機能がすべて含まれていますが、このエディションのユーザー アカウントの上限は 5 つです。Team Foundation Server Workgroup Edition は、MSDN Premium Subscription によってライセンスが付与されたチーム エディションと共に提供されます。Team Foundation Server Workgroup Edition のライセンスは、サーバー/CAL モデルに従って付与されないため、このエディションにアクセスするために Team Foundation Server CAL を取得する必要はありません。
Team Foundation Server のデュアル サーバー配置
デュアル サーバー構成を使用して、Team Foundation Server を配置できます。この構成では、1 台のサーバーが Team Foundation Server Web Services をホストするアプリケーション層として機能し、もう 1 台のサーバーが SQL Server バックエンドをホストするデータ層として機能します。デュアル サーバー配置では、アプリケーション層に Team Foundation Server のライセンス、データ層に SQL Server Standard Edition 以上のライセンスが必要です。データ層には、追加で Team Foundation Server のライセンスを購入し、そこに組み込まれている SQL Server のライセンスを使用することも、別途 SQL Server のライセンスを購入して使用することもできます。
Team Foundation Server のアプリケーション層
Team Foundation Server のアプリケーション層には、Team Foundation Server のライセンスと SQL Server のライセンスが必要です。その理由は、SQL Reporting Services もアプリケーション層に配置されるためです。ただし、Team Foundation Server には、この製品専用の SQL Server 2005 Standard Edition のライセンスが含まれているため、アプリケーション層に使用する SQL Server のライセンスを追加で購入する必要はありません。
デュアル サーバー配置では、スタンバイ アプリケーション層をウォーム スタンバイまたはコールド スタンバイで維持することによって、システムの信頼性を向上させることができます。
· ウォーム スタンバイ : ウォーム フェールオーバー構成では、フェールオーバー コンピュータが起動していますが、管理者が手動でフェールオーバー機能を有効にすることもできます。ウォーム スタンバイを使用する場合は、別途 Team Foundation Server のライセンスが必要になります。
· コールド スタンバイ : コールド フェールオーバー構成では、フェールオーバー コンピュータは起動していません。必要に応じて、管理者がフェールオーバー コンピュータを起動し、そのフェールオーバー機能を有効にすることができます。コールド スタンバイを使用する場合も、別途 Team Foundation Server のライセンスが必要になります。ただし、Team Foundation Server をソフトウェア アシュアランスと共に購入している場合は、SA によって "コールド" 障害回復の権利が提供されるため、別途ライセンスは必要ありません。
SQL Server Reporting Services
デュアル サーバー配置では、データ層とは別のサーバーに SQL Server Reporting Services をインストールする必要があります。通常は、アプリケーション層に SQL Server Reporting Services をインストールします。Team Foundation Server のアプリケーション層以外のコンピュータに SQL Server Reporting Services をインストールする場合は、別途 SQL Server のライセンスが必要です。
Team Foundation ビルド 

Team Foundation Server のビルド自動化機能を使用すると、Team Foundation Server をホストする物理デバイスから別の 1 つ以上の物理デバイスへのビルドを自動化できます。通常、ビルドでは、前提条件に従ってソフトウェアのコンポーネントが組み合わされ、1 つのアプリケーションにコンパイルされます。Team Foundation の自動ビルド機能を使用すると、ビルド処理の一環として、品質テストやパフォーマンス テストを実行することもできます。 
ユーザーがテストを作成し、それらのテストをチーム ビルドに組み込む場合は、関連するチーム エディションのライセンスがそのユーザーに正しく付与されている必要があります。組織で Visual Studio 2005 の製品ラインを使用して単体テストを作成する場合、テストの作成者は、Team Edition for Database Professionals、Team Edition for Developers、Team Edition for Testers、または Team Suite を使用します。組織で Visual Studio 2008 の製品ラインを使用して単体テストを作成する場合、テストの作成者は、Visual Studio 2008 Professional Edition、またはいずれかのチーム エディションを使用します。ロード テストなど、その他のテストでは Test Edition または Team Suite が必要になります。同様に、ユーザーがチーム ビルドにコード分析を組み込む場合、そのユーザーには Development Edition または Team Suite のライセンスが正しく付与されている必要があります。チーム ビルドの実行と確認のみを行うユーザーには、Team Foundation Server CAL のみが必要です。
ビルドが開始すると、物理デバイスは、関連するソース コードと、必要な再頒布可能ファイルまたはコンパイラを収集し、別の物理デバイスに配置します。ここで 1 つ重要なことがあります。Team Foundation Server と、Team Foundation ビルドをホストするデバイスとの間でサーバー間通信が発生しますが、ビルド処理を管理するユーザーに Team Foundation Server CAL が付与されていれば、このビルド処理で使用されるデバイスに Team Foundation Server CAL を付与する必要はありません。また、Team Foundation ビルドは "別のソフトウェア" と見なされるため、ビルド サーバー用に Team Foundation Server のライセンスを追加の取得する必要なく、自由にこのビルドをビルド サーバーに再配布できます。
Team Foundation Server では、ビルド処理の一環として、コンパイル前またはコンパイル後のコードに対して品質テストや分析が実行される場合があります。これらのテストは、チーム エディション (通常は Team Development Edition か Team Test Edition) の機能に依存しています。これらの製品のライセンスが付与されたユーザーは、これらの製品をビルド コンピュータにインストールできます。ただし、ライセンスが付与されていないユーザーがこれらの製品を直接使用しないことが条件です。Team Foundation Server は、ビルドの結果と、品質テストや分析を実行した場合はその結果も収集し、Team Foundation Server のデータ リポジトリに保存します。 
	チーム メンバの操作
	ライセンス要件

	開発者がソース コードをチェックインする。
	Team Foundation Sever CAL が必要です。

	開発者がチーム ビルドを定義し、次のいずれかを組み込む。
· 単体テスト
· コード カバレッジ
· コード分析
	Development Edition または Team Suite が必要です。

	テスタがチーム ビルドを定義し、次のいずれかを組み込む。
· 汎用テスト
· Web テスト
· ロード テスト
· 手動テスト
	Test Edition または Team Suite が必要です。

	チーム メンバがビルドを開始する。
	Team Foundation Sever CAL が必要です。


表 2. シナリオ別に見た Team Foundation ビルドのライセンス要件
教育機関
Team Foundation Server についての授業を行っている教育機関には、Team Foundation Server のライセンスが必要です。授業で使用するコンピュータごとにデバイス CAL を 1 つ購入する必要があります。これらのコンピュータを利用する生徒の数に制限はありません。各デバイス CAL によって、ユーザー数が制限されることなく、Team Foundation Server へのアクセスが許可されます。
コール センター
コール センターの技術者が顧客からの問い合わせに対応するシナリオについて考えてみましょう。このような問い合わせから生じた問題は、開発チームによる調査が必要になる場合があります。コール センターの技術者とソフトウェア開発者のシームレスなコラボレーションを実現するために、技術者が作業項目を Team Foundation Server に送信し、顧客からの問い合わせによって認識された問題を追跡します。
このシナリオでは、コール センターのすべての技術者が作業項目を Team Foundation Server に送信する可能性があるため、技術者ごとに CAL が必要になります。ただし、コール センターには通常大勢のスタッフが複数のシフトで勤務しているため、技術者ごとに CAL を購入する費用を捻出することは難しい場合があります。
CAL の要件を緩和しながらこのシナリオを実現するには、いくつかの選択肢があります。以下に例を示します。
· 一定数のデバイス CAL を購入し、どのユーザーも、このライセンスが付与されたデバイスを使用して Team Foundation Server にアクセスするようにします。多くのコール センターでは、デバイス CAL を購入し、シフトごとに異なる技術者が同じデバイスを使用しています。この方法は、Team Foundation Server でも利用できます。
· すべての技術者に代わって Team Foundation Server に作業項目を入力するユーザーを決定し、そのユーザーの数に合わせてユーザー CAL を購入します。 
Team Foundation Server の各インスタンスに正しくライセンスが付与されていれば、ユーザーまたはデバイス CAL が付与されたユーザーまたはデバイスは、組織内の任意の数の Team Foundation Server サーバーにアクセスできます。ただし、Team Foundation Server のライセンスが付与された、組織外の Team Foundation Server にアクセスすることはできません。この場合、外部ユーザー用の CAL を購入するか、組織外のユーザー用の外部コネクタ ライセンスを購入します。
Visual Studio Team System 2008 Team Test Load Agent
Microsoft® Visual Studio® Team System 2008 Test Load Agent は、同期された負荷を追加で作成するためのツールで、エージェントとコントローラ ソフトウェアの両方が含まれています。Test Load Agent を使用すると、テスト負荷をスケール アウトできます。これは、物理デバイスを追加し、それぞれにエージェント ソフトウェアをインストールし、コントローラ ソフトウェアを使用してデバイス間の同期を取ることによって実現できます。Test Load Agent のライセンスは、プロセッサ単位で付与されるため、プロセッサのコア数に関係なく、Test Load Agent を実行するプロセッサごとにライセンスを取得する必要があります。また、Test Load Agent では、同期された負荷を生成し、テスト結果のレポートを作成するために、Team Edition for Software Testers が必要です。
Test Load Agent の推奨ハードウェア構成を使用して負荷を生成するシナリオの例を次の表に示します (通常、負荷は同時実行仮想ユーザー数で表されます)。1 つのプロセッサでサポートできる仮想ユーザーの実際の数は、実行するテストの複雑さと、テストを実行するハードウェアの性能によって異なりますが、平均して、各エージェントでは、1,000 人の仮想ユーザーをシミュレートできるだけの負荷を生成できます。
	テスト負荷
	Test Edition
	Test Load Agent 

	1,000 仮想ユーザー (VU)
	1
	-

	5,000 VU
	1
	5

	10,000 VU
	1
	10

	25,000 VU
	1
	25


表 3. 一般的な負荷生成シナリオ
追加のソフトウェア ライセンスの要件
このホワイト ペーパー全体で説明しているように、Team System の配置をサポートするには、追加のソフトウェア ライセンスが必要です。Team System のソフトウェア要件の詳細については、『Visual Studio Team System 2008 Team Foundation Server インストール ガイド』(http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=ff12844f-398c-4fe9-8b0d-9e84181d9923) を参照してください。
まとめ
Team System はさまざまな方法で実装されます。このホワイト ペーパーで説明したライセンス条項および要件は、配置を行ううえで、あらゆる規模のチームに応用できます。Team System のライセンスをどのように付与するかを決定する前に、まずチームの要件を把握するようにしてください。 
以下に例を示します。 
· チーム メンバが明確に区別された特定の作業を実行するのか、それとも一部のメンバがデザインから開発、テストに至るまで、複数の作業を実行するのか。複数の役割に関連する作業を行うチーム メンバは、Team Suite を使用することをお勧めします。
· すべてのチーム メンバにチーム エディションが必要であるかどうか。必要でない場合は、Team Foundation Server にアクセスするユーザーごとに Team Foundation Server CAL を取得します。この場合、これらのユーザーにチーム エディションのライセンスは付与されません。
· チームが地理的に分散しているかどうか、また、開発作業の一部を離れた場所で作業するチームに委託するかどうか。いずれかに該当する場合は、遠隔地で Team Foundation Server プロキシを使用できるように、Team Foundation Server のライセンスを追加購入することを検討してください。
· テストでどの程度の負荷を生成する必要があるか。約 1,000 人の仮想ユーザーを超える負荷が必要である場合は、Team Test Load Agent を使用して、ロード テストの対応可能負荷を拡大することを検討してください。
詳細については、以下を参照してください。
· Visual Studio Team System (http://www.microsoft.com/japan/msdn/teamsystem/)
· MSDN Subscription (http://www.microsoft.com/japan/msdn/subscriptions/)
· 製品使用権 (http://www.microsoft.com/japan/licensing/product/default.mspx)
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